
30.11．23（金・祝ひだまり学習会）事業報告書

学 習 記 録

講 座 名 ひだまりの会 学習会

学習テーマ 行きたい学校どんな学校

講師の職業 「オヤモコモ」代表 講 師 名 山下千春

実 施 日 平成 30年 11月 23日（金曜日）

出席者数

大人 １０ 人

学生 ３
人

人

実 施 時 間 １３ 時 ００ 分 ～ １５ 時 ３０分 合 計 １３ 人

会 場 内浜公民館 記 録 者 杉原 雅子

学

習

内

容

講師紹介：3番目のお子さんが「学校をやめると宣言」し、今は保育園が運営

するフリースクールや子どもの居場所に通っている。我が子を受け入れるため

に、2020年4月開校に向けて「理想の学校」を作る準備中。熊本のwingスク－

ルの田上善治先生の支援の下に活動中。

最初に山下さんがどのようにして学校を作ろうと思ったのか話をされ、簡単な

自己紹介をされながら参加者とフリートーク。座談会形式で進みました。最後

に子どもたちも加わり、学校についてのフリートーク。どんな授業が嫌い？ど

んな学校だったらいい？など。参加人数は少なかったが、こじんまりとしてみ

んなが発言できるなど和やかな学習会となりました。

廃校をフリースクールにできないか。

wingschoolの目的

不登校の受け皿としてだけでなく教育に賛同した保護者や一Éの学校に行かÊ

たくないË。受けÌの子どもを作りたくない。

ÍÎÏとして。ÐÑ者ÒÓÔの子は公教育でもÕÖわないが

×Øしている子どもはÙÚ金が出ているがØをÛけない子どもはÜ代わりにÙ

ÝしてÞしい。

ßàなら登校できたのに加áの先生がいなくなったことでâãがなくなった。

学校のäåみにæç。学校にèéしないßの教育。

先生が成êするための教育がない。

言っているだけだとクëーマーにしかならない。こんなことができるとìす。

子どもがíしまないようにしてîïられるのは自分しかいない。ðから言われ

ることはñに向かってòめられる言óがôく実ñともõつかり合った。

学校に行かÊてö÷なË÷ ø ö÷öùな場所のú保

学校に行かÊることが不öなË÷



ûüýートの一â

学校を作るとしたら：þÿがĀしいと思ってもらāるようなところ。

まだ学ĂăĄのąの中。最Ćć校まではとの思い。

やりたいと思う時が学õときøĈの時までのĉをつけておく

先生の一言が子どもにĊċすることをわかってÞしい。（ČčのĎďĐăĄ）

子どもたちの想い：言óのđĉ（先生Ēこども）ē自分のスĔースがĕしいēÔ

ĖÓėĘーēęがĚい

ěç（Ĝしĝけられるのは嫌）

ĞğĠġ（人間Ġġを学õ場なのに人のĢģをĤにするようになる）

ĥいをĦめるħ会になれĨいい。目ĩがĪつかれĨ進īĬ向がĪāてくる。




